
令和８年２月吉日

会員各位

静岡県資源環境技術研究会

会 長 永 田 章 人

令和７年度 環境視察会の開催について（御案内）

拝啓 向春の候、会員の皆様におかれましては、ますます御清栄のこととお慶び申し上げます。

平素より当研究会の活動には、格別の御支援・御協力を賜り厚くお礼申し上げます。

さて、恒例の環境視察会を下記のとおり開催いたします。御多用の折りと存じますが、是非

御参加くださいますようお願い申し上げます。

敬具

記

１．日 時 令和８年３月18日（水） ７:15集合 ～ 19:40解散

２．集合場所／時間 JR静岡駅南口 スルガ銀行前 7:15までに集合（時間厳守）

３．見学先

①Kurita Innovation Hub

（東京都昭島市代官山1-4-1、TEL 042-503-6008）

Kurita Innovation Hub（KIH）は、2022年にオープ

ンした栗田工業（株）のグローバルな研究開発や共創の中

核拠点です。KIHには、最先端の実験設備、分析装置、水処

理設備等の研究開発設備を活用し共同研究やオープンイノ

ベーションを推進することで新たなソリューションを創出

する機能と、水に関する知を駆使した独自のトレーニング

によりソリューションを生み出す人材を育成する機能があ

ります。滞在時間は80分の予定。

【注意事項】

見学先の希望により競合他社様のご見学はお断りさせていただく場合があります。

②首都圏外郭放水路「防災地下神殿」

（埼玉県春日部市上金崎720、TEL 048-747-0281）

2025年の世界の年平均気温は、産業革命前に比べて1.44℃高

くなりました。国内でも「ゲリラ豪雨」等の強い雨は1980年頃と

比べ発生頻度が約２倍に増加しており、地球温暖化の適応策が求め

られています。首都圏外郭放水路は、首都圏の洪水を防ぐために建

設された世界最大級の地下放水路です。当日は「防災地下神殿」と

呼ばれる調圧水槽を見学します。滞在時間は６0分の予定。

【注意事項】

見学コースには、約100段の階段の昇り降りがあり、濡れていて滑りやすい場所があり

ます。汚れてもよい服装と歩きやすい靴でお越し下さい（見学先①にも了解を得ていま

す）。また、天候の急変により施設が稼働し、やむを得ず見学が中止になる場合がありま

す。当日の実施状況はホームページ（https://gaikaku.jp/）の「お知らせ」から分かりま

す。



４．行 程

７：30 ＪＲ静岡駅南口出発

７：30 ～ 10：40 バス移動 190min（休憩15分を含む）

10：40 ～ 12：00 Kurita Innovation Hub 見学①

12：00 ～ 14：00 バス移動 120min（バス車内で昼食）

14：00 ～ 15：00 首都圏外郭放水路「防災地下神殿」 見学②

15：00 ～ 19：40 バス移動 280min（２回の休憩（15分）を含む）

19：40 ＪＲ静岡駅南口着 解散

５．参加費 無料

６．募集定員 ３0名

７．申込み 参加申込書に必要事項を記入の上、E-mail又はFAXでお申し込み下さい。

〈申込先〉〒421-1298 静岡市葵区牧ケ谷2078

静岡県工業技術研究所 環境エネルギー科内

静岡県資源環境技術研究会 事務局 岡本

E-mail：sk-kankyou@pref.shizuoka.lg.jp

TEL：054-278-3026 FAX：054-278-3066

※お申込みいただいた方に、受付確認メールを送信いたします。

(お手数ですが、確認メールが届かない場合は再度お問合せください。)

〈申込締切〉３月１３日（金）必着

※ 定員になり次第締切らせていただきます。

宛先：静岡県工業技術研究所 環境エネルギー科 担当：岡本

E-mail：sk-kankyou@pref.shizuoka.lg.jp

FAX：054-278-3066

※ 旅行傷害保険加入のため、必ず「性別」と「年齢」の御記入と、受付メール送信のため、メール
アドレスの御記入をお願いします。(メール受取不可の場合は、ＦＡＸ番号をご記入ください。)

※ 御記入いただいた個人情報は、事務局からの連絡や情報提供・事務処理に利用するほか、見学受
け入れ先の管理上の要望に基づき、参加者名簿を提出することがあります。

令和７年度 環境視察会 参加申込書

会社名 ＴＥＬ

参加者

①

所属 性別 男 女 年齢 才

氏名 E-mail

参加者

②

所属 性別 男 女 年齢 才

氏名 E-mail

通信欄
申 込 締 切

３月１３日（金）必着


